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　虎ノ門二丁目地区第一種市街地再開発事業（東京都港区）の中核施設となる「虎
ノ門アルセアタワー」が、竣工致しました。この再開発事業は、都市再生特別措置
法に基づく東京都心・臨海地域の特定都市再生緊急整備地域（環状二号線新橋周辺
・赤坂・六本木）内に位置し、その地域整備方針では「国際化に対応した医療・情
報提供機能を誘導するとともに、震災などに対応できる都市防災機能の強化、道路
や敷地内通路などの連携による歩行者ネットワークの充実・強化を図ること」と記
されています。東京・港区が定める六本木・虎ノ門地区のまちづくりガイドライン
でも歩行者ネットワークの形成や広場や緑道等の整備、災害時の防災拠点としての
強化などを目指すとされています。
　地権者による再開発協議会が発足し、年２月に、当機構が事務局として参画
致しました。地権者様との度重なる意見調整を進めた結果、計画地内にある虎の門
病院、国立印刷局、共同通信会館を含む街区を一体的かつ段階的に開発することに
なりました。年６月に都市再生特別地区及び地区計画の都市計画決定が告示さ
れ、同７月に市街地再開発事業の施行認可を取得しました。

　事業は国立印刷局の一部機能を共同通信会館にまず移転させた上で、年４月
に旧国立印刷局の解体に着手。年６月にその跡地で病院棟（新虎の門病院）建
築工事に入り、年４月に工事を終え、虎の門病院の機能を中断することなく移
転。同７月に旧虎の門病院解体工事に着手。年９月に業務棟（虎ノ門アルセア
タワー）建築工事を開始し、このほど竣工致しました。
　虎ノ門アルセアタワーは地下２階、地上階建て延べ床面積約万㎡の規模とな
ります。中高層部に高水準の業務施設、低層部に国際的なビジネス活動をサポート
とする業務支援施設や商業施設などが配置されています。虎の門病院との連携によ
る都内最高レベルの災害時治療・収容拠点の整備を実現し、屋上のヘリポートから
隣接する虎の門病院に救急搬送できる動線も確保しています。コージェネレーショ
ンシステムや非常用発電機など自立性の高いエネルギーシステムの導入により、災
害時の施設機能の継続を図るとともに、地域冷暖房とコージェネレーションシステ
ムの連携などによりエネルギーの効率的利用や敷地内の緑化による環境負荷の低減
も図っています。
　再開発事業は今後、共同通信会館の解体工事をはじめ、赤坂・虎ノ門緑道など広
場・緑地の整備、アメリカ大使館前交差点の整備、周辺地域をつなぐ歩行者デッキ
などの基盤整備を引き続き進めて参ります。最終的な事業完了は年度を予定し
ています。最後になりますが、再開発事業に関わって頂いている地権者の皆様、虎
ノ門アルセアタワーの整備に携わって頂いた設計会社・建設会社様や、保留床取得
者として参画して頂いた各社様に改めて感謝を申し上げます。



再開発事業・建設の経緯

虎ノ門アルセアタワー完成

保留床取得代表
日鉄興和不動産株式会社　事業本部事業開発第一部

第一グループ　佐藤　博之
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◆年２月　地権者による再開発協議会が
発足
◆年月　東京都港区が「六本木・虎ノ
門地区まちづくりガイドライン」策定
◆年６月　都市再生特別地区および地区

計画の都市計画決定告示
◆年７月　市街地再開発事業の施行認可
◆年２月　権利変換計画認可
◆年４月　旧国立印刷局解体工事着手
◆年月　都市再生特別措置法に基づ

き、東京都心・臨海地域（環状第二号線新
橋・虎ノ門周辺地区）の整備計画が決定
◆年３月　特定業務代行を大成建設等
（保留床取得は新日鉄興和不動産、第一生
命保険、関電不動産開発、東京ガス不動産、
ＪＲ九州、大成建設）に決定
◆年４月　病院棟建築工事完了公告

◆年７月　旧虎の門病院解体工事着手
◆年９月　業務棟建築工事着手
◆年月　都市再生特別措置法に基づ
き、東京都心・臨海地域（虎ノ門地区）の
都市再生安全確保計画が決定
◆年月　ZEB Oriented認証（事務所
部分）取得

◆年２月　ＣＡＳＢＥＥ建築（新築）Ｓ
ランク取得
◆年２月　業務棟建築工事完了
◆年度　共同通信会館解体工事着手（予
定）
◆年度　基盤整備工事完了（予定）
◆年度　事業終了認可（予定）

エントランスラウンジ

多様な
ワーカーニーズに

対応

事務所イメージ

　今回竣工した「虎ノ門アルセアタワー」の保留床取得者と
して当社、第一生命保険株式会社、関電不動産開発株式会社、
東京ガス不動産株式会社、九州旅客鉄道株式会社、大成建設
株式会社の６社共同で再開発事業に参画しました。高層部の
オフィス床に加え、低層部の床を取得して事業を展開してま
いります。
　高層オフィス階は、ワンフロア，坪超の整形無柱空間
であり、効率的な執務室のレイアウトが可能となります。グ
ローバルで展開される大企業も含めて複数社様のご入居も決
定しております。
　低層部には、高層階のオフィスフロアとも親密性の高いシ
ェアオフィス、コンファレンスを設けています。シェアオフ
ィスは当社の自社ブランド「ＷＡＷ」として運営していきま
す。ビジネスサポート機能としてフィットネスや自転車で通
勤する方向けの予約制駐輪場も設けて、外資系企業を含めた
ワーカーの皆さま個人個人にアプローチする事業を手掛けて

いきます。１階部分には多種多様なジャンルの飲食店を配し
たマルシェゾーンを配し、開放的な空間で飲食ニーズも取り
込んでいきます。
　不動産事業をそれぞれ手掛ける保留床取得６社は、電力、
ガス、交通などグループ各社の強みも持っています。事業参
画に当たり、そうした強みを生かしながら効率的なビルの運
営に関する提案なども行いました。当社も多くビル事業を手
掛けておりますが、大規模オフィスシリーズ「インターシテ
ィ」やＰＦＩ事業である「霞が関コモンゲート」などで培っ
た知見や経験も最大限生かすことができていると考えており
ます。
　赤坂・虎ノ門エリアは当社のビル事業発祥の地であり、本
社を構える赤坂インターシティＡＩＲをはじめ数多くのビル
事業を手掛けてきました。そうした中で虎ノ門アルセアタ
ワーに責任感を持ちながら、６社が一致団結して事業に取り
組んできました。
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施設構成スカイロビー

連動する事業展開



虎ノ門二丁目地区第一種市街地再開発事業

設計コンセプト

基本設計・　　　　　　
デザインディレクション
株式会社日本設計　
建築設計群　　　　

栗栖　一彰

実施設計
大成建設株式会社　　　
設計本部建築設計第二部

伊勢　季彦

木調素材を多用した空間

歩行者回遊のハブを整備

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　２月１４日　（金曜日）

外観

コンシェルジュカウンター

マシンジム

虎ノ門の
緑を生かし

堪能する

虎ノ門アルセアタワーと周囲のビル群

シェアオフィス（オープンエア）

商業エリア

カンファレンス

　虎ノ門地区に相応しく、緑と賑わいの風景と起
伏に富んだ地形を繋ぐデッキ接続や、歩道の拡幅
等の歩行者ネットワークの強化、メガスケールの
街並みに埋没しない高層部外装シルエットと緑と
自然素材がもたらす表情豊かな低層空間、ウェル
ネスな働き方を提供する木調素材を多用した空間
を計画し、虎ノ門の緑を堪能できる木立の中にい
るようなオフィスを目指しました。Ｓグレードの
耐震性能と非常時の時間電源確保とＤＨＣと
の電源および熱源の融通。隣接する病院と連携し
た防災ヘリポートの整備と帰宅困難者及び軽傷者
受入れ空間を確保しています。

　計画地は、環状２号線や省庁施設が集積する、
都市スケールの「霞が関・虎ノ門エリア」と、大
使館施設や外国人向け住宅・滞在施設が点在する、
地形や緑が豊かなヒューマンスケールの「赤坂エ
リア」の両エリアに位置しています。
　本再開発事業は虎の門病院の機能更新、歩行者
デッキ整備や道路付替等を含む取り組みが行われ
ています。赤坂・虎ノ門緑道を含む周辺歩行者ネ
ットワークのハブとなり、周辺にあるオフィス・
ホテル・商業・住宅が混在する都市空間を回遊で
きる拠点の形成を意図しています。
　霞が関・虎ノ門側の結節点となる環状２号線沿
いには、都市スケールの街並みに埋没しない３層
吹き抜けのガラスのアトリウムを配置し、賑わい
を視覚的に表現しました。高層部の外装は、隣接
する虎の門病院をはじめとした周辺開発の縦基調
やスケール感を踏襲しています。
　低層部や歩行者デッキ沿いでは、赤坂側のヒ
ューマンスケールの街並みを反映し、地形や緑を
活かした内外が一体となるアプローチ空間や佇む
ための空間を、それぞれの場所や機能に適した形
で配置しました。
　本再開発事業により、虎の門病院側の南広場と
延伸デッキ、さらには赤坂・虎ノ門緑道を立体的
につなぐ歩道橋を含むアメリカ大使館前広場が整
備され、周辺歩行者ネットワークが完成する予定
です。
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施工のポイント

大成建設株式会社東京支店
虎ノ門二丁目再開発作業所

村上　克次　統括所長に聞く

工　事　概　要

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　２月１４日　（金曜日）

建設の楽しさを感じられる現場を運営
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で
す

現
場

の
進
捗
や
資
材
の
仮
置
き
状

況
を
Ａ
Ｉ
で
把
握
す
る
シ
ス

テ
ム
な
ど
も
積
極
的
に
活
用

し
ま
し
た

現
場
か
ら
出
る

廃
プ
ラ
ス
チ

ク
の
固
形
燃

料
化
に
も
取
り
組
み
ま
し

た

環
境
や
省
力
化
の
技
術

の
導
入
に
力
を
入
れ
ま
し

た
﹂

　


品
質

安
全

環
境

の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は


　
﹁
作
業
所
に
第
三
者
的
に

品
質
管
理
を
行
う
部
署
を
設

け
て
取
り
組
み
ま
し
た

自

主
検
査
の
レ
ベ
ル
ア

プ
に

つ
な
が

た
と
思
い
ま
す


安
全
管
理
で
は
高
層
部
で
梁

を
取
り
付
け
る
際
に
使
用
す

る
ボ
ル
ト
や
ナ

ト
の
飛
来

落
下
を
防
ぐ
た
め
に
先
行
し

て
設
置
で
き
る
ネ

ト
を
作

成
し
て
導
入
し
ま
し
た

環

境
管
理
で
は
ゴ
ミ
捨
て
場
に

専
門
の
指
導
員
を
配
置
す
る

な
ど
し
て

分
別
処
理
の
徹

底
に
努
め
ま
し
た
﹂

　


現
場
運
営
で
特
に
重

視
し
た
こ
と
は


　
﹁
関
係
者
が
多
い
現
場
で

し
た
の
で

何
よ
り
も
コ
ミ


ニ
ケ

シ

ン
を
重
視

し

職
長
会
と
共
に
各
種
活

動
を
実
践
し
ま
し
た

隣
接

す
る
虎
の
門
病
院
の
医
療
従

事
者
の
皆
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
禍

で
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で

仮
囲
い
に
設

け
た
展
示
ス
ペ

ス
を
通
じ

て
感
謝
を
示
す
な
ど

外
部

発
信
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た

発
注
者

当
社
職
員


作
業
員
の
家
族
を
招
い
た
見

学
会
も
催
し

喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
３
Ｋ︵
き
つ
い


汚
い

危
険
︶
の
イ
メ

ジ

か
ら
脱
し

皆
さ
ん
に
建
設

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

取
り
組
む
現
場
で
も
あ
り
ま

し
た
﹂


■工事名称：虎ノ門二丁目地区（再）特定業務代行施設建築物建設工事
■施工場所：東京都港区虎ノ門２丁目番
■発　注　者：独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部
■設　計　者：〈基本設計〉株式会社日本設計（全体監修・意匠）

株式会社三菱地所設計（構造・設備）
〈実施設計〉大成建設株式会社

■施　工　者：大成建設株式会社東京支店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地下２階地上階塔屋２階
■構　　造：地下Ｓ＋ＲＣ＋ＳＲＣ造、地上Ｓ造・制振構造
■主要用途：事務所、飲食店、駐車場
■工　　期：年９月１日～年２月日

仮囲いを使ったメッセージや現場イルミ
ネーションで外部発信に取り組みなが
ら、発注者、職員、作業員の家族を招い
た見学会も催した。ＡＲ（拡張現実）や
ロボットを駆使するなど新たな技術も積
極的に活用した。


